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　６月２１日に開催された出雲地区本部理事会の中で協議された主な議題と内容は次の通
りです。

出雲地区本部理事会報告

　JAしまね第４回通常総代会の開催に先立ち、出雲地区本部では６月１１日から、５ブロック５会場で地区本
部総代説明会を開催いたしました。
　石川本部長より「平成２９年度は全ての地区本部で黒字を計上し、出雲地区本部においても大変良い決算
で終えることができました。これもひとえに皆様のご利用の賜物と、深く感謝申し上げます」とあいさついたし
ました。竹下組合長ほか本店役職員も出席し、平成２９年度決算報告、平成３０年度事業計画等について説
明、質疑応答が行われました。
　平成２９年度ＪＡしまね出雲地区本部の事業実績、平成３０年度ＪＡしまね出雲地区本部事業方針は以下
の通りです。

事業総利益
信用事業総利益
共済事業総利益
購買事業総利益
販売事業総利益
農業倉庫事業総利益
加工事業総利益
利用事業総利益
葬祭事業総利益
宅地等供給事業総利益

科　目 金　額
8,278,176
2,862,800
1,701,630
2,708,293
341,791
8,634
19,989
250,248
403,217
12,596

科　目 金　額
5,001

－36,027
7,812,133
466,042
460,557
56,446
870,153
169,741
166,852
873,042

平成２９年度 JAしまね出雲地区本部事業実績
（平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで） （単位：千円）

※本店配賦額を含む。

平成30年度 出雲地区本部事業方針

出雲地区本部ブロック別総代説明会の
開催について

１．営農指導・販売事業
　⑴多様な担い手の育成、支援による農業振興
　⑵地域の農畜産物振興と販売促進による農業所得の向上
　⑶「売れるものづくり」の実践と出雲ブランドの確立
　⑷指導、支援体制の確立
　⑸集荷体制の見直し
　⑹高度環境制御栽培施設整備（水耕栽培）
　⑺機能性農産物推進プロジェクト
２．生産購買事業
　⑴生産資材等の安価・安定供給
３．高齢者福祉・生活指導、組織広報活動
　⑴組合員組織活動の支援および高齢者福祉活動の強化
　⑵「JAくらしの活動」の推進、支援および組合員の健康管理活
動の推進

　⑶教育文化活動および情報提供活動の充実
４．生活購買事業
　○店舗事業（ラピタ）
　　⑴組合員の暮らしの中心となるような、機能的で魅力あふ

れる店舗展開
　　⑵食の「安全・安心・新鮮」を第一とした、地場商品の販売強化
　　⑶人材マネジメントの強化による経営基盤拡充とサービス向上
　○葬祭事業
　　⑴会館施設の効率運営と職員の業務スキル、認知度のさら

なる向上

　○旅行事業
　　⑴利用者ニーズに適した旅行企画と積極的な提案活動の強

化
　○LPガス事業
　　⑴LPガスのレンタル機器の普及と利用者対応の強化
　○石油事業
　　⑴組合員・利用者目線の店舗づくりと安全で快適なカーラ

イフのサポート
　○自動車事業
　　⑴自動車販売促進と新規車検獲得のための営業体制強化
５．信用事業
　⑴農業メインバンク機能の強化
　⑵生活メインバンク機能の強化
　⑶利用者保護
　⑷事業基盤の整備
６．共済事業
　⑴専門的普及推進体制の確立と普及基盤（次世代対策）の強化
　⑵新たな自動車損害調査体制による活動展開
７．経営・財務・労務管理
　⑴組織基盤拡充とJA利用、参画の促進
　⑵経営リスク管理の取り組みによる組合員・利用者からの信頼
性確保

　⑶組合員・利用者の期待に応えるJAであり続けるための経営
体制の構築

　６月２４日、ＪＡしまね第４回通常総代会の開催に合わせ、退任総代の功労者表彰
を行い、竹下組合長より表彰状と記念品が授与されました。

退任総代功労者表彰

出雲地区本部における退任総代功労者

その他事業総利益
指導事業収支差額
事業管理費
事業利益
事業外収益
事業外費用
経常利益
特別利益
特別損失
税引前当期利益

（敬称略　順不同）

佐野　充弘　　横木　芳則　　日下　　明　　松本　誠一
吉田　晴行　　金山みゆき　　三島　敏次　　長廻　昭好
伊藤　俊男　　平井　悦夫　　伊藤　幸子　　福田　俊次
田中　康義　　梶谷　芳信　　竹田　重一　　渡部　　猛
曽田　勝久　　吉川　敏夫　　妹尾　恭治　　小村　美榮
浜田　　豊　　金築　綾子　　蒲生　雄夫　　小野徳次郎
布野　年雄　　糸賀　一雄　　森山　好子　　高見　正市
勝部　政雄　　玉川　恵一　　石飛　正治　　山本　明正
秦　　久光　　本田　秀明　　加藤　武行　　渡部　圭子
広戸　孝治　　渡部　精治　　児玉　三男　　永島　誠治
藤原　勇二　　今岡　　学　　伊達　幸江　　曽田こすみ

〈協議事項〉
　⑴大口貸出金の承認について
　⑵大口貸出金の条件変更の承認について
　⑶会社の平成３０年度事業方針について

〈報告事項〉
　⑴出雲西部集荷所の経過および今後のスケ
ジュールについて

　　平成３０年１１月に完成する予定です。
　⑵子会社および関連会社（法人）の決算報
告について

　⑶平成２９年度員外利用率について
　⑷平成３０年５月末事業実績について
　⑸「出雲女性部タオル１人1枚運動」への協
賛について

　　ＪＡしまね出雲女性部により、自宅に
眠っている新品タオルを集めて福祉施設
に寄贈する「タオルで地域貢献 出雲女性
部 １人１枚運動」を展開されます。各支
店に専用ボックスを設置しますので、協
力をお願いします。
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の
規

模
（
３０
ア
ー
ル
）
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
ア
グ
リ
開
発
に

入
社
し
た
の
も
、
パ
プ
リ
カ
の
規
模
拡
大
で
人
員
が
必
要

に
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
以
来
野
菜
部
門
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

│
│
パ
プ
リ
カ
の
栽
培
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
パ
プ
リ
カ
は
温
度
管
理
が
重
要
な
作
物
で
す
。
低
温
だ

と
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
高
温
だ
と
成
長
が
早
く
な
り
す

ぎ
、
お
い
し
い
パ
プ
リ
カ
に
な
り
ま
せ
ん
。
人
間
に
と
っ
て

心
地
の
良
い
、
１８
〜
２５
度
く
ら
い
が
適
温
で
、
冬
は
加
温

を
し
た
り
、
夏
は
日
よ
け
を
し
た
り
、
風
通
し
を
よ
く
し

た
り
し
て
調
節
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
グ
リ
開
発
で
は
養

液
栽
培
で
パ
プ
リ
カ
を
育
て
て
い
ま
す
。
土
で
は
な
く
ヤ
シ

殻
の
培
地
で
育
て
て
い
て
、
連
作
障
害
が
な
い
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
育
管
理
が
し
や
す
く
、

効
率
的
に
作
業
が
で
き
ま
す
。

│
│ 

パ
プ
リ
カ
を
栽
培
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思

う
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　
出
雲
産
の
パ
プ
リ
カ
が
店
頭
に
並
ん
で
い
る
の
を
み
る
と

嬉
し
い
で
す
。
パ
プ
リ
カ
は
大
部
分
が
外
国
産
で
、
国
産

パ
プ
リ
カ
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
分
ま
だ
ま

だ
伸
び
し
ろ
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
消
費
者
の
皆
さ

ん
に
注
目
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
高
品
質
な
も
の
を
出
荷

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

│
│
最
後
に
パ
プ
リ
カ
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
パ
プ
リ
カ
は
苦
味
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
甘
み
が
強
く
て

少
し
の
酸
味
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
、
食
べ
や
す
い
野
菜
で

す
。
今
年
も
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
た
く
さ

ん
食
べ
て
く
だ
さ
い
！

ＪＡしまね出雲パプリカ部会
副部会長

ＪＡいずもアグリ開発㈱取締役

三島　雄太さん

〈作り方〉

〈材料〉［２～３人分］
●塩コショウ
　　●オイスターソース

　　●酒
　　●みりん
　　●しょう油
　　●砂糖

各1個
・・・・・1～2個

100ｇ
・・・小さじ1

・・・・・・・小さじ1
・・・小さじ1

・・・大さじ1と1／2

・・・・・・少々

・・・・・・・・大さじ1
・・・・・・大さじ1
・・・大さじ1
・・・小さじ1
・・・・小さじ1

{Ⓐ

ケーブルテレビで
放送！

ケーブルテレビで
放送！

ケーブルテレビで
放送！

ケーブルテレビで
放送！

　７月のテレビ番組「ＪＡいずもび
より」では、本誌で取材させてい
ただいた三島雄太さんにご登場い
ただき、「パプリカ」を特集いたし
ます。放送日は出雲ケービルビ
ジョン（icv）が７月17日㈫と７月
24日㈫の午後５時から（再放送・
総集編有）、雲州わがとこテレビ
（ひらたＣＡＴＶ）が７月21日㈯、
22日㈰、23日㈪の番組内で。本
誌とも見比べながらお楽しみくだ
さい。
　尚、今回の視聴者プレゼントは
「多伎いちじくギフトセット」です！
ぜひ最後までご視聴くださいませ！

①牛肉を細切りにしてしょう油、酒で下味をつけ、片栗粉を揉み
こんで１０分おく。

②パプリカとピーマンのタネとワタ部分を取り除き、細切りにする。
③フライパンにごま油を熱し、パプリカを中火で炒める。
④塩コショウを入れて軽く味を付け、パプリカに艶が出てきたら

取り出しておく。
⑤④のフライパンに①をほぐさずそのまま入れ平らにしたら中火で焼く。
⑥牛肉の下半分が白くなったらひっくり返してほぐし、パプリカを

戻し炒める。
⑦肉に火が通ったらⒷを入れ強火で炒める 。
⑧全体が絡まったら完成！

●パプリカ（赤・黄）
●ピーマン
●牛肉（焼き肉用など）
　　●しょう油
　　●酒
　　●片栗粉
●ごま油
{Ⓐ {Ⓑ
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「
パ
プ
リ
カ
」

パ
プ
リ
カ
の
栄
養

　
パ
プ
リ
カ
は
、
赤
や
黄
色
な
ど
の
カ
ラ
フ
ル
な
彩
り
を
し
た
野
菜
で

す
。
肉
厚
で
や
わ
ら
か
く
、
甘
く
み
ず
み
ず
し
い
の
が
特
徴
で
す
。
豊

富
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
生
成
に
働
い
て
、
風
邪

の
予
防
や
美
肌
効
果
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の

吸
収
を
助
け
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｐ
も
多
く
含
ん
で
い
る
の
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

を
摂
取
す
る
に
は
最
適
の
野
菜
と
い
え
ま
す
。

　
パ
プ
リ
カ
に
は
、
抗
酸
化
作
用
が
あ
っ
て
ガ
ン
予
防
や
老
化
防
止
に

有
効
な
β
‐
カ
ロ
テ
ン
も
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
不
飽
和
脂
肪
酸

の
酸
化
を
防
ぐ
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
も
豊
富
で
、
動
脈
硬
化
や
心
筋
梗
塞
な
ど

の
リ
ス
ク
を
抑
え
る
の
に
効
果
的
で
す
。

　
ま
た
、
赤
い
パ
プ
リ
カ
の
色
素
成
分
で
あ
る
カ
プ
サ
ン
チ
ン
に
は
、β

‐
カ
ロ
テ
ン
以
上
の
高
い
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
ま
す
。
カ
プ
サ
ン
チ
ン

を
効
率
よ
く
摂
取
す
る
に
は
、
油
で
調
理
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

パ
プ
リ
カ
の
栽
培

　
出
雲
地
区
本
部
管
内
の
パ
プ
リ
カ
栽
培
は
、
大
社
・
高
松
・
川
跡
地

区
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
栽
培
は
、
平
成
元
年
に
「
見
た
目
が

き
れ
い
で
ハ
ッ
ピ
ー
な
気
分
に
な
る
野
菜
を
作
ろ
う
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
試
験
的
に
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
20
年
か
ら
本
格
的
に
始
ま

り
ま
し
た
。
平
成
22
年
に
生
産
組
合
が
立
ち
上
が
り
、
平
成
24
年
に
部

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
パ
プ
リ
カ
部
会
で
は
、
現
在
４
人
の
部
会
員
が
計

47
・
5
ア
ー
ル
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
パ
プ
リ
カ
は
、
春
作
が
３
〜
６
月
、
秋
冬
作
が
７
〜
８
月
に
定
植
を

行
い
、
収
穫
・
出
荷
は
5
月
下
旬
か
ら
翌
年
の
３
月
上
旬
ま
で
続
き
ま

す
。

①玉ねぎは横半分に切ってから薄切りにし、水にさ
らしておく。

②パプリカはタネとワタの部分を取り、食べやすい
大きさに切る。

③熱湯でサッと茹でて水気をきっておく。
④ボウルにⒶを入れ混ざったら玉ねぎ、パプリカ、

ツナを加えあえる。
⑤パセリ適量を振りかけて完成！

〈作り方〉

彩りパプリカのチンジャオロースパプリカとツナのハニーマスタードサラダ

おいしいレシピのパプリカ

出
雲
で
採
れ
る
う
ま
い
も
ん

安
全
・
安
心
届
け
ま
す

7月は

〈材料〉［２人分］
●パプリカ（赤、黄）

●ツナ缶（油をきる）

●玉ねぎ

　　●粒マスタード
　　●はちみつ
　　●レモン汁
　　●オリーブオイル
　　●塩
●パセリのみじん切り

・・・・・・・・・・・各1／2個

・・・・・・・・・・・・・1／2缶
・・・・・・・1／4個

・・・小さじ2
・・・大さじ1／2
・・・大さじ1
・・・大さじ1

・・・・・・・・・・少々
・・・適量

　
今
月
は
、
大
社
町
で
パ
プ
リ
カ
を
栽
培
す
る
、Ｊ
Ａ
し
ま

ね
出
雲
パ
プ
リ
カ
部
会
副
部
会
長
の
Ｊ
Ａ
い
ず
も
ア
グ
リ
開

発
㈱
三
島
雄
太
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

│
│
い
つ
か
ら
パ
プ
リ
カ
を
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す

か
？

　
ア
グ
リ
開
発
で
パ
プ
リ
カ
を
栽
培
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
９
年
前
で
す
。
当
初
は
約
８
ア
ー
ル
と
小
規
模
で
栽
培

し
て
い
ま
し
た
が
、
２
年
目
に
ハ
ウ
ス
を
立
て
、
現
在
の
規

模
（
３０
ア
ー
ル
）
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
ア
グ
リ
開
発
に

入
社
し
た
の
も
、
パ
プ
リ
カ
の
規
模
拡
大
で
人
員
が
必
要

に
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
以
来
野
菜
部
門
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

│
│
パ
プ
リ
カ
の
栽
培
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
パ
プ
リ
カ
は
温
度
管
理
が
重
要
な
作
物
で
す
。
低
温
だ

と
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
高
温
だ
と
成
長
が
早
く
な
り
す

ぎ
、
お
い
し
い
パ
プ
リ
カ
に
な
り
ま
せ
ん
。
人
間
に
と
っ
て

心
地
の
良
い
、
１８
〜
２５
度
く
ら
い
が
適
温
で
、
冬
は
加
温

を
し
た
り
、
夏
は
日
よ
け
を
し
た
り
、
風
通
し
を
よ
く
し

た
り
し
て
調
節
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
グ
リ
開
発
で
は
養

液
栽
培
で
パ
プ
リ
カ
を
育
て
て
い
ま
す
。
土
で
は
な
く
ヤ
シ

殻
の
培
地
で
育
て
て
い
て
、
連
作
障
害
が
な
い
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
育
管
理
が
し
や
す
く
、

効
率
的
に
作
業
が
で
き
ま
す
。

│
│ 

パ
プ
リ
カ
を
栽
培
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思

う
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　
出
雲
産
の
パ
プ
リ
カ
が
店
頭
に
並
ん
で
い
る
の
を
み
る
と

嬉
し
い
で
す
。
パ
プ
リ
カ
は
大
部
分
が
外
国
産
で
、
国
産

パ
プ
リ
カ
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
分
ま
だ
ま

だ
伸
び
し
ろ
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
消
費
者
の
皆
さ

ん
に
注
目
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
高
品
質
な
も
の
を
出
荷

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

│
│
最
後
に
パ
プ
リ
カ
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
パ
プ
リ
カ
は
苦
味
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
甘
み
が
強
く
て

少
し
の
酸
味
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
、
食
べ
や
す
い
野
菜
で

す
。
今
年
も
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
た
く
さ

ん
食
べ
て
く
だ
さ
い
！

ＪＡしまね出雲パプリカ部会
副部会長

ＪＡいずもアグリ開発㈱取締役

三島　雄太さん

〈作り方〉

〈材料〉［２～３人分］
●塩コショウ
　　●オイスターソース

　　●酒
　　●みりん
　　●しょう油
　　●砂糖

各1個
・・・・・1～2個

100ｇ
・・・小さじ1

・・・・・・・小さじ1
・・・小さじ1

・・・大さじ1と1／2

・・・・・・少々

・・・・・・・・大さじ1
・・・・・・大さじ1
・・・大さじ1
・・・小さじ1
・・・・小さじ1

{Ⓐ

ケーブルテレビで
放送！

ケーブルテレビで
放送！

ケーブルテレビで
放送！

ケーブルテレビで
放送！

　７月のテレビ番組「ＪＡいずもび
より」では、本誌で取材させてい
ただいた三島雄太さんにご登場い
ただき、「パプリカ」を特集いたし
ます。放送日は出雲ケービルビ
ジョン（icv）が７月17日㈫と７月
24日㈫の午後５時から（再放送・
総集編有）、雲州わがとこテレビ
（ひらたＣＡＴＶ）が７月21日㈯、
22日㈰、23日㈪の番組内で。本
誌とも見比べながらお楽しみくだ
さい。
　尚、今回の視聴者プレゼントは
「多伎いちじくギフトセット」です！
ぜひ最後までご視聴くださいませ！

①牛肉を細切りにしてしょう油、酒で下味をつけ、片栗粉を揉み
こんで１０分おく。

②パプリカとピーマンのタネとワタ部分を取り除き、細切りにする。
③フライパンにごま油を熱し、パプリカを中火で炒める。
④塩コショウを入れて軽く味を付け、パプリカに艶が出てきたら

取り出しておく。
⑤④のフライパンに①をほぐさずそのまま入れ平らにしたら中火で焼く。
⑥牛肉の下半分が白くなったらひっくり返してほぐし、パプリカを

戻し炒める。
⑦肉に火が通ったらⒷを入れ強火で炒める 。
⑧全体が絡まったら完成！

●パプリカ（赤・黄）
●ピーマン
●牛肉（焼き肉用など）
　　●しょう油
　　●酒
　　●片栗粉
●ごま油
{Ⓐ {Ⓑ
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1819

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
６
月
15
日
、
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
荒
木
支
店
会
議
室
で
ぶ
ど
う
品
評
会
を
開

き
ま
し
た
。
一
次
選
考
を
通
過
し
た
29
点
を
県
・

市
・
部
会
員
ら
12
人
が
審
査
し
、
最
優
秀
賞
１
点
と
優
秀
賞

６
点
、
特
別
賞
１
点
を
決
定
。
最
優
秀
賞
の
出
雲
市
長
賞
に

は
長
浜
地
区
の
石
飛
四
郎
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

 

品
評
会
は
島
根
ぶ
ど
う
の
品
質
お
よ
び
商
品
性
の
高
位
平
準

化
、
生
産
振
興
と
栽
培
農
家
の
意
欲
向
上
を
目
的
に
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。
着
色
や
粒
張
り
、
粒
揃
い
、
糖
度
な
ど
を

基
準
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
委
員
長
を
務
め
た
島
根

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
果
樹
技
術
普
及
課
の
安
田
雄
治
課
長

は
「
今
年
産
は
果
実
肥
大
が
良
好
で
品
質
は
と
て
も
良
い
。

出
品
さ
れ
た
ぶ
ど
う
も
高
糖
度
で
素
晴
ら
し
い
出
来
だ
っ

た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。
受
賞
し
た
８
点
は
、
６
月
16
日
、

17
日
に
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
開
か
れ
た
島
根
ぶ
ど
う
祭
で
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
他
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
島
根
県
農
業
協
同
組
合
長
賞
　
大
社
地
区
　
中
山
賢
十
郎

さ
ん
　
▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
長
賞
　
大
社
地
区
　

小
銀
克
紀
さ
ん
　
▼
島
根
県
農
業
共
済
組
合
長
賞
　
大
社
地

区
　
落
合
久
十
さ
ん
　
▼
（
株
）
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
社
長
賞

　
長
浜
地
区
　
安
達
富

治
さ
ん
　
▼
島
根
県
果

樹
研
究
同
志
会
長
賞
　

河
南
地
区
　
本
田
秀
明

さ
ん
　
▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

出
雲
ぶ
ど
う
部
会
長
賞

　
高
松
地
区
　
加
藤
功

さ
ん
　
▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

出
雲
ぶ
ど
う
部
会
長
賞

（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
　
Ｕ
Ｐ

賞
）
　
大
社
地
区
　
日

野
直
さ
ん

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
や
す
ら
ぎ
会

第
３
回
総
会
を
開
催

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会

「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」品
評
会
を
開
催

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
や
す
ら
ぎ
会
は
６
月
28
日
、
出
雲
市
の

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
が
運
営
す
る
生
活
購
買
店
舗
ラ

ピ
タ
で
、
第
３
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
や
Ｊ
Ａ
関

係
者
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
。
平
成
30
年
度
の
活
動
計
画
と

し
て
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
充
実

な
ど
、
高
齢
者
が
地
元
で
安
心
し
て
健
康
に
暮
ら
せ
る
取
り

組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
は
、
や
す
ら
ぎ
会
支
部
間
の
連
携
と
情
報
共

有
で
活
動
の
質
を
高
め
る
た
め
、
５
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
に
変

更
。
ま
た
、
例
年
女
性
部
と
青
年
連
盟
が
行
っ
て
い
る
同
地

区
本
部
常
勤
役
員
と
の
意
見
交
換
会
に
も
初
め
て
参
加
し
、

や
す
ら
ぎ
会
活
動
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
同
会
の
片
伊
勢
妙
子
会
長
は
「
発
足
か
ら
20
年
以
上
が
経

ち
会
員
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
助
け
合
い
の
気
持
ち

が
あ
れ
ば
、
声
を
か
け
る
だ
け
で
も
地
域
が
温
か
い
気
持
ち

に
な
れ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
総
会
後
は
、
遙
堪
支
部
の
活
動
報
告
と
し
て
、
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
実
施
し
て
い
る
ゲ
ー
ム
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
島

根
県
立
大
学
の
山
下
一
也
副
学
長
が
「
認
知
症
予
防
最
前

線
」
と
題
し
講
演
し
ま
し
た
。

ＪＡしまね出雲地区本部
組合員囲碁将棋大会開催
　ＪＡしまね出雲地区本部は６月２日、ラピタ本店３階
大ホールで「第４回ＪＡしまね出雲地区本部組合員囲碁
将棋大会」を開催しました。囲碁１６７人、将棋６９人
の合わせて２３６人が参加。地区ごとに組まれたチーム
での団体戦のほか、級位、段位で分けられたクラス別で
の個人戦が行われ、熱戦が繰り広げられました。小中学
生も多数参加し、幅広い年代の愛好者が対局を通して交
流を図りました。
　優勝チーム・優勝者は下記の通りです。
【囲碁】団体戦優勝　神戸川チーム
▶個人戦　六段以上の部　小野裕章さん（神戸川）▶五
段の部　玉木洸多さん（塩冶）▶四段の部　佐知正義さ
ん（荒木）▶三段の部　小村忠雄さん（平田中央）▶二段
の部　有田和紀さん（西田）▶初段の部　杉原博さん（大
津）▶級位者の部（１～５級）　玉木秋帆さん（塩冶）
▶級位者の部（６～２０級）　長谷川航一さん（塩冶）
【将棋】団体戦優
勝　神戸川チーム
▶個人戦　段位者
の部　本田知里さ
ん（稗原）▶級位
者の部　吉井宗昌
さん（稗原）▶小中
学生の部　遠藤光
基さん（神戸川）

つや姫栽培講習会開催
ブランド化へ栽培管理を徹底
　ＪＡしまね出雲地区本部は６月２７日、管内５ヶ所の
展示圃で「つや姫」の栽培講習会を開きました。講習会
は６月７日に続いて２回目。同地区本部総合指導課の職
員が、今年の生育状況を伝えるとともに、穂肥の散布時
期や出穂後の水管理について説明しました。また、「１.９
ミリ幅ふるい目」対策として、厚みのある米を栽培するポ
イントを説明しました。
　指導力向上のため、同地区本部営農センターの若手職
員３人も同行。生育調査に協力した全農や肥料メーカー
から指導を受けながら、草丈や茎数、葉色などを測定し
ました。
　同地区本部管内の平成３０年産の作付面積は、前年比
２４%増の１２９ヘクタール。生産者数も６４人から８３
人に増えています。平成２９年産米の食味ランキング
（日本穀物検定
協 会 ）で「 特
Ａ」を獲得した
県産「つや姫」
のブランド化を
進めるため、栽
培管理の徹底と
技術向上を図り
ます。

第
６
回
稗
原
マ
ル
シ
ェ
開
催

地
元
産
Ｐ
Ｒ
で
生
産
者
意
欲
向
上

　
軽
ト
ラ
市
で
地
元
の
農
産
物
を
販
売
し
魅
力
を
伝
え
る

「
第
６
回
稗
原
マ
ル
シ
ェ
」
が
７
月
１
日
、
稗
原
町
の
稗
原

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
前
日
の
雨
が
嘘
の
よ
う

な
晴
天
で
、
地
区
内
外
か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
同
地
区
内
の
11
自
治
会
と
、
島
根
大
学
の
学

生
が
軽
ト
ラ
市
を
開
催
。
各
自
治
会
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
は
旬

の
野
菜
に
加
え
、
地
元
産
の
卵
を
使
っ
た
プ
リ
ン
や
伝
統
料

理
の
さ
さ
巻
き
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
加
工
品
が
並
び
ま

し
た
。

　
稗
原
の
特
産
を
使
っ
た
商
品
開
発
に
取
り
組
む
島
根
大
学

生
は
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
と
小
豆
に
注
目
し
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
入

り
の
〝
お
は
ぎ
〞
や
、
ぜ
ん
ざ
い
味
の
シ
ェ
イ
ク
な
ど
４
品

を
販
売
。
当
日
参
加
し
た
学
生
は
「
商
品
化
で
き
る
よ
う
な

完
成
度
の
高
い
も
の
を
目
指
し
た
。
売
れ
行
き
も
上
々
で
嬉

し
い
」
と
成
果
を
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
稗
原
支
部
が
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
を
開
き
、
地
元
の
特
産
や
米
の
お
い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
。

大
盛
況
で
、
時
間
前
に
完
売
し
ま
し
た
。

　
塩
野
委
員
長
は
「
ど
う
い
っ
た
も
の
が
売
れ
る
か
を
考
え

る
こ
と
が
生
産
者
の
や
る
気
に
つ
な
が
る
。
他
で
は
買
え
な

い
物
を
作
っ
て
出
品
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

賑わう農家レストラン

天候に恵まれ多くの人が来場した

中部ブロック「こどもクラブ」
田んぼの生き物調査

フラワーフェスティバル開催
展示・販売で消費者と交流

　ＪＡしまね出雲地区本部中部ブロックは６月１０日、
食農教育教室「こどもクラブ」で田んぼの生き物調査を
行いました。四絡会場４２人、塩冶会場４３人の児童が
参加。裸足で田んぼに入り、土の感触を楽しみながら田
んぼに住む生き物を探しました。
　塩冶会場では、飯國荘一校長（同地区本部理事）が
「稲も少し大きくなりました。いろいろな生き物がいるの
でしっかり観察してください」とあいさつ。ＪＡ中部営
農センターの職員からは、季節ごとにどんな生き物がい
るか、その生き物がどんな役割を果たしているかを説明
しました。その後、児童らは田んぼに入り調査を開始。
尻尾がまだ残っているカエルなど、いろいろな生き物を
捕まえて観察
しました。田
んぼは所有者
である横山猛
さ ん が 管 理
し、９月には
児童らで稲刈
りをする予定
です。

　ＪＡしまね出雲花卉部会は６月９日、１０日の両日、ラ
ピタで「フラワーフェスティバル（花の販売・展示会）」
を開きました。９日には、同部会から同地区本部の石川
寿樹本部長と出雲市農林水産部の池田透部長に花束を贈
呈しました。
　フラワーフェスティバルでは生産者自ら切り花や組み
花、アレンジメントを販売し、消費者と交流。出雲産の
花を中心に展示会も行われ、５４点の花卉が会場を彩り
ました。
　山本征志部会長は「高齢化などにより生産者も減少し
ているが、このようなイベントを通して生産者の意欲を
高めていきたい」と話しました。

田んぼに入り生き物を探す児童ら

遙堪支部がゲームを紹介

あいさつをする片伊勢会長

着色、粒張りなどを確認する審査員ら

指導を受けながら葉色を測定する若手職員
花卉部会員から花束を贈られる

石川本部長（左手前）と池田部長（左奥）

約２３０人が熱戦を繰り広げた

いずも IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO い もず
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
６
月
15
日
、
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
荒
木
支
店
会
議
室
で
ぶ
ど
う
品
評
会
を
開

き
ま
し
た
。
一
次
選
考
を
通
過
し
た
29
点
を
県
・

市
・
部
会
員
ら
12
人
が
審
査
し
、
最
優
秀
賞
１
点
と
優
秀
賞

６
点
、
特
別
賞
１
点
を
決
定
。
最
優
秀
賞
の
出
雲
市
長
賞
に

は
長
浜
地
区
の
石
飛
四
郎
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

 

品
評
会
は
島
根
ぶ
ど
う
の
品
質
お
よ
び
商
品
性
の
高
位
平
準

化
、
生
産
振
興
と
栽
培
農
家
の
意
欲
向
上
を
目
的
に
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。
着
色
や
粒
張
り
、
粒
揃
い
、
糖
度
な
ど
を

基
準
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
委
員
長
を
務
め
た
島
根

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
果
樹
技
術
普
及
課
の
安
田
雄
治
課
長

は
「
今
年
産
は
果
実
肥
大
が
良
好
で
品
質
は
と
て
も
良
い
。

出
品
さ
れ
た
ぶ
ど
う
も
高
糖
度
で
素
晴
ら
し
い
出
来
だ
っ

た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。
受
賞
し
た
８
点
は
、
６
月
16
日
、

17
日
に
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
開
か
れ
た
島
根
ぶ
ど
う
祭
で
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
他
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
島
根
県
農
業
協
同
組
合
長
賞
　
大
社
地
区
　
中
山
賢
十
郎

さ
ん
　
▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
長
賞
　
大
社
地
区
　

小
銀
克
紀
さ
ん
　
▼
島
根
県
農
業
共
済
組
合
長
賞
　
大
社
地

区
　
落
合
久
十
さ
ん
　
▼
（
株
）
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
社
長
賞

　
長
浜
地
区
　
安
達
富

治
さ
ん
　
▼
島
根
県
果

樹
研
究
同
志
会
長
賞
　

河
南
地
区
　
本
田
秀
明

さ
ん
　
▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

出
雲
ぶ
ど
う
部
会
長
賞

　
高
松
地
区
　
加
藤
功

さ
ん
　
▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

出
雲
ぶ
ど
う
部
会
長
賞

（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
　
Ｕ
Ｐ

賞
）
　
大
社
地
区
　
日

野
直
さ
ん

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
や
す
ら
ぎ
会

第
３
回
総
会
を
開
催

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会

「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」品
評
会
を
開
催

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
や
す
ら
ぎ
会
は
６
月
28
日
、
出
雲
市
の

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
が
運
営
す
る
生
活
購
買
店
舗
ラ

ピ
タ
で
、
第
３
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
や
Ｊ
Ａ
関

係
者
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
。
平
成
30
年
度
の
活
動
計
画
と

し
て
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
充
実

な
ど
、
高
齢
者
が
地
元
で
安
心
し
て
健
康
に
暮
ら
せ
る
取
り

組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
は
、
や
す
ら
ぎ
会
支
部
間
の
連
携
と
情
報
共

有
で
活
動
の
質
を
高
め
る
た
め
、
５
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
に
変

更
。
ま
た
、
例
年
女
性
部
と
青
年
連
盟
が
行
っ
て
い
る
同
地

区
本
部
常
勤
役
員
と
の
意
見
交
換
会
に
も
初
め
て
参
加
し
、

や
す
ら
ぎ
会
活
動
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
同
会
の
片
伊
勢
妙
子
会
長
は
「
発
足
か
ら
20
年
以
上
が
経

ち
会
員
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
助
け
合
い
の
気
持
ち

が
あ
れ
ば
、
声
を
か
け
る
だ
け
で
も
地
域
が
温
か
い
気
持
ち

に
な
れ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
総
会
後
は
、
遙
堪
支
部
の
活
動
報
告
と
し
て
、
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
実
施
し
て
い
る
ゲ
ー
ム
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
島

根
県
立
大
学
の
山
下
一
也
副
学
長
が
「
認
知
症
予
防
最
前

線
」
と
題
し
講
演
し
ま
し
た
。

ＪＡしまね出雲地区本部
組合員囲碁将棋大会開催
　ＪＡしまね出雲地区本部は６月２日、ラピタ本店３階
大ホールで「第４回ＪＡしまね出雲地区本部組合員囲碁
将棋大会」を開催しました。囲碁１６７人、将棋６９人
の合わせて２３６人が参加。地区ごとに組まれたチーム
での団体戦のほか、級位、段位で分けられたクラス別で
の個人戦が行われ、熱戦が繰り広げられました。小中学
生も多数参加し、幅広い年代の愛好者が対局を通して交
流を図りました。
　優勝チーム・優勝者は下記の通りです。
【囲碁】団体戦優勝　神戸川チーム
▶個人戦　六段以上の部　小野裕章さん（神戸川）▶五
段の部　玉木洸多さん（塩冶）▶四段の部　佐知正義さ
ん（荒木）▶三段の部　小村忠雄さん（平田中央）▶二段
の部　有田和紀さん（西田）▶初段の部　杉原博さん（大
津）▶級位者の部（１～５級）　玉木秋帆さん（塩冶）
▶級位者の部（６～２０級）　長谷川航一さん（塩冶）
【将棋】団体戦優
勝　神戸川チーム
▶個人戦　段位者
の部　本田知里さ
ん（稗原）▶級位
者の部　吉井宗昌
さん（稗原）▶小中
学生の部　遠藤光
基さん（神戸川）

つや姫栽培講習会開催
ブランド化へ栽培管理を徹底
　ＪＡしまね出雲地区本部は６月２７日、管内５ヶ所の
展示圃で「つや姫」の栽培講習会を開きました。講習会
は６月７日に続いて２回目。同地区本部総合指導課の職
員が、今年の生育状況を伝えるとともに、穂肥の散布時
期や出穂後の水管理について説明しました。また、「１.９
ミリ幅ふるい目」対策として、厚みのある米を栽培するポ
イントを説明しました。
　指導力向上のため、同地区本部営農センターの若手職
員３人も同行。生育調査に協力した全農や肥料メーカー
から指導を受けながら、草丈や茎数、葉色などを測定し
ました。
　同地区本部管内の平成３０年産の作付面積は、前年比
２４%増の１２９ヘクタール。生産者数も６４人から８３
人に増えています。平成２９年産米の食味ランキング
（日本穀物検定
協 会 ）で「 特
Ａ」を獲得した
県産「つや姫」
のブランド化を
進めるため、栽
培管理の徹底と
技術向上を図り
ます。

第
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回
稗
原
マ
ル
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ェ
開
催

地
元
産
Ｐ
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で
生
産
者
意
欲
向
上

　
軽
ト
ラ
市
で
地
元
の
農
産
物
を
販
売
し
魅
力
を
伝
え
る

「
第
６
回
稗
原
マ
ル
シ
ェ
」
が
７
月
１
日
、
稗
原
町
の
稗
原

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
前
日
の
雨
が
嘘
の
よ
う

な
晴
天
で
、
地
区
内
外
か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
同
地
区
内
の
11
自
治
会
と
、
島
根
大
学
の
学

生
が
軽
ト
ラ
市
を
開
催
。
各
自
治
会
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
は
旬

の
野
菜
に
加
え
、
地
元
産
の
卵
を
使
っ
た
プ
リ
ン
や
伝
統
料

理
の
さ
さ
巻
き
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
加
工
品
が
並
び
ま

し
た
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稗
原
の
特
産
を
使
っ
た
商
品
開
発
に
取
り
組
む
島
根
大
学

生
は
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
と
小
豆
に
注
目
し
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
入

り
の
〝
お
は
ぎ
〞
や
、
ぜ
ん
ざ
い
味
の
シ
ェ
イ
ク
な
ど
４
品

を
販
売
。
当
日
参
加
し
た
学
生
は
「
商
品
化
で
き
る
よ
う
な

完
成
度
の
高
い
も
の
を
目
指
し
た
。
売
れ
行
き
も
上
々
で
嬉

し
い
」
と
成
果
を
話
し
ま
し
た
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ま
た
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
稗
原
支
部
が
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
を
開
き
、
地
元
の
特
産
や
米
の
お
い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
。

大
盛
況
で
、
時
間
前
に
完
売
し
ま
し
た
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塩
野
委
員
長
は
「
ど
う
い
っ
た
も
の
が
売
れ
る
か
を
考
え

る
こ
と
が
生
産
者
の
や
る
気
に
つ
な
が
る
。
他
で
は
買
え
な

い
物
を
作
っ
て
出
品
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

賑わう農家レストラン

天候に恵まれ多くの人が来場した

中部ブロック「こどもクラブ」
田んぼの生き物調査

フラワーフェスティバル開催
展示・販売で消費者と交流

　ＪＡしまね出雲地区本部中部ブロックは６月１０日、
食農教育教室「こどもクラブ」で田んぼの生き物調査を
行いました。四絡会場４２人、塩冶会場４３人の児童が
参加。裸足で田んぼに入り、土の感触を楽しみながら田
んぼに住む生き物を探しました。
　塩冶会場では、飯國荘一校長（同地区本部理事）が
「稲も少し大きくなりました。いろいろな生き物がいるの
でしっかり観察してください」とあいさつ。ＪＡ中部営
農センターの職員からは、季節ごとにどんな生き物がい
るか、その生き物がどんな役割を果たしているかを説明
しました。その後、児童らは田んぼに入り調査を開始。
尻尾がまだ残っているカエルなど、いろいろな生き物を
捕まえて観察
しました。田
んぼは所有者
である横山猛
さ ん が 管 理
し、９月には
児童らで稲刈
りをする予定
です。

　ＪＡしまね出雲花卉部会は６月９日、１０日の両日、ラ
ピタで「フラワーフェスティバル（花の販売・展示会）」
を開きました。９日には、同部会から同地区本部の石川
寿樹本部長と出雲市農林水産部の池田透部長に花束を贈
呈しました。
　フラワーフェスティバルでは生産者自ら切り花や組み
花、アレンジメントを販売し、消費者と交流。出雲産の
花を中心に展示会も行われ、５４点の花卉が会場を彩り
ました。
　山本征志部会長は「高齢化などにより生産者も減少し
ているが、このようなイベントを通して生産者の意欲を
高めていきたい」と話しました。

田んぼに入り生き物を探す児童ら

遙堪支部がゲームを紹介

あいさつをする片伊勢会長

着色、粒張りなどを確認する審査員ら

指導を受けながら葉色を測定する若手職員
花卉部会員から花束を贈られる

石川本部長（左手前）と池田部長（左奥）

約２３０人が熱戦を繰り広げた
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園児が「西浜いも」の
苗植えを体験
　出雲市内の６保育園・１幼稚園が６月５日～７日、１２
日の４日間、湖陵町の大山オーナー農園で管内特産のさ
つまいも「西浜いも」の苗植えを体験しました。農園管
理人の鎌田勉さんが、園児に食と農の大切さを学ぶ場を
提供しようと毎年実施しているものです。４日間で園児
約４００人が参加し、約５,０００本の「べにはるか」の
苗を植えつけました。
　５日は四絡幼稚園の園児約７０人が参加。鎌田さんか
ら植え方の説明を受けた後、マルチを張った畝に１本１
本丁寧に苗を植えつけました。１０月下旬ごろに芋掘り
を行い、焼き芋をしたり、自分たちで考えて芋を使った
クッキングをしたりする予定にしています。
　鎌田さんは「産地である湖陵町で体験してもらいたい
と思い実施し
ています。子
どもたちと一
緒に西浜いも
が栽培できて
嬉しいです」
と話しまし
た。

国富小学校４年生
大豆の種まき体験
　出雲市立国富小学校の４年生３０人は６月１５日、国
富町の森山宏さんの農場で大豆の種まき体験を行いまし
た。国富小学校では、地産地消について学ぶことや農業
に触れ合うことを目的に毎年大豆の栽培をしています。
　ＪＡしまね出雲地区本部東部営農センターの職員が植
え方を説明。児童は３列に並び、丁寧に大豆を植えてい
きました。今後、水やりなどの管理は森山さんが行い、
１１月ごろに児童が収穫します。３学期には児童と女性
部員とで味噌に加工するほか、豆腐作りも計画していま
す。味噌は５年生になったときの調理実習で味噌汁にし
て味わう予定です。

森山さんと大豆を植える児童

休耕田に園児たちがさつまいもの苗植え
えがお畑おおつパートⅡ

ＪＡしまね出雲女性部高浜支部
ささ巻きづくりで世代間交流
　ＪＡしまね出雲女性部高浜支部は６月９日、ＪＡし
まね高浜支店倉庫でささ巻き作りをしました。季節の
伝統行事を継承していこうと約１０年前から行われ、
今年は女性部員、親子ら２０人が参加しました。
　棒にさした団子をササで巻く伝統のささ巻きに加
え、もち米をササで三角に包む三角ささ巻きにも挑
戦。地域の行事などで三角ささ巻きを作ることが多い
同女性部稗原支部の飯塚晴子南部地区長を講師に招
き、約３５０本のささ巻きと約１５０個の三角ささ巻
きを作りました。
　同女性部高浜支部の錦織文子支部長は「来年は呼び
かける範囲を増やしたい。世代間交流ができる場とし
て発展させていきたい」と話しました。

農事組合法人が野菜部を立ち上げ
増収めざし試行錯誤
　地域の水田農業の維持・発展のため、平成２４年１２
月に法人化した農事組合法人「船津営農組合」（槇原輝
夫代表理事組合長）は昨年３月、「高齢のため畑の耕作
ができなくなった」という地域住民の相談を受け、野菜
部を立ち上げました。現在その畑を活用して野菜づくり
に取り組んでいます。
　野菜部は女性３人で構成。ＪＡしまね出雲地区本部が
運営する生活購買店舗「ラピタ」の農産物直売コーナー
への出荷が主な活動内容です。昨年は約１０種の野菜を
栽培しましたが、効率を考え、今年はホワイトコーンを
中心に４種を栽培することにしています。
　６月１５日には同地区本部中部営農センターの職員を
講師に、ホワイトコーンの苗約６００本を植えました。
部員の永瀬のり
子さんは「品目
を絞って計画的
に栽培し、増収
を目指したい。
ＪＡの指導を受
けて経営面でも
軌道に乗せた
い」と意気込み
を話しました。

ＪＡしまね出雲女性部中部地区
リーダー研修で高知へ
　ＪＡしまね出雲女性部中部地区は６月５日、６日の２
日間、リーダー研修で高知県を視察しました。他のＪＡ
の施設などを視察し、新しい発想を取り入れるととも
に、部員同士の親睦を深めることを目的に実施。部員20
人が参加しました。
　はじめに訪ねたのはＪＡ土佐れいほく。女性部員が運
営する食堂や空き店舗を利用したカフェ、れいほく地域
の特産である柚子の加工場などを視察しました。トマト
加工にも取り組む中部地区の女性部員は、施設の見学を
通して今後の活動へのモチベーションを高めました。ま
た、現地の女性部員との交流の場も設け、部員の高齢化
や減少といった今後の課題について意見交換もしまし
た。
　このほか、家の光で紹介された折り紙アートの名人の
作品をみせて
もらう機会が
あったり、同
誌に掲載され
たアイス屋に
実際に行って
みたりと、充
実した研修に
なりました。

　大津地区で環境を守る活動に取り組む「えがお畑おお
つパートⅡ」は６月５日、同地区の大津幼稚園、おおつ
保育園の園児たちと、同地区の休耕田約６アールにさつ
まいもの苗を植えました。合わせて約７０人の園児たち
が、鐘推園芸の鐘推さんの指導を受けながら丁寧に苗を
植えつけました。
　休耕田活用で地域の環境を守るとともに、子どもた
ちに農業に触れてもらおうと実施したもの。おおつ保育
園は同じ場所で後日トウモロコシやエダマメも植えまし
た。このほか、なかの保育園の園児たちとも別の畑でさ
つまいもの苗を植えるなど積極的な活動を展開してい
ます。
　同会は休耕田等が荒れないよう植物を植え地域の景観
を守ろうと、今年活動をスタートしました。賛同者も多
く、会員は現在
１１５人。当初の
計画より多い70
アールにコスモ
スが植えられた
ほか、会員らに
9,500鉢のコスモ
ス苗を配布して
います。

ホワイトコーンの苗を植える部員ら 植え方を説明する鎌田さん

「デラウェア」最盛
集荷所へ本部長が激励

ＪＡしまね出雲メロン部会
アムスメロンの出荷始まる

　島根ぶどうの主力品種「デラウェア」が、６月中下旬
に出荷ピークを迎えました。今年も粒張りのよい、高品
質なぶどうが出荷されています。今年は低温の影響など
で早期、超早期加温に遅れがありましたが、６月下旬か
らは前年を上回る日量出荷量となっています。
　ピークを前にした６月７日には、ＪＡしまね出雲地区本
部の石川寿樹本部長が各集荷所を訪問。「消費者の皆さ
んに、１箱でも多くのおいしいぶどうを届けていただき
たい」と出荷・検査のために集荷所に集まった生産者を
激励しました。
　６月下旬から始まった、シャインマスカットなどの大
粒系ぶどうの出荷は、１１月まで続く見込みです。

　ＪＡしまねメロン部会が生産するアムスメロンの出荷
が６月１８日に始まりました。生産者１人が８７箱をＪＡ
大社西部集荷所に出荷しました。
　今年は例年に比べ初出荷は遅くなりましたが、生育は
順調。ネットの張りもよく、高品質なメロンが出荷されて
います。当日出荷されたメロンも、すべてが最も優れた
等級の「赤秀」に区分されました。
　同部会の三島雄太部会長（ＪＡいずもアグリ開発㈱）
は「出雲のメロンは地元をはじめ関西でも評価が高い。
部会として最大限の数量を出荷したい」と話しました。
　７月下旬ごろからはアールスメロンの出荷も始まる予
定で、部会として今年度は年間販売高２,０００万円を見
込んでいます。

出荷されたメロンを確認する三島部会長

女性部員に教わりながらささ巻きを作る児童 生産者を激励する石川本部長

女性部員が運営する「牛のうどん屋さん」で昼食 並んでさつまいもの苗を植える園児たち
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加工にも取り組む中部地区の女性部員は、施設の見学を
通して今後の活動へのモチベーションを高めました。ま
た、現地の女性部員との交流の場も設け、部員の高齢化
や減少といった今後の課題について意見交換もしまし
た。
　このほか、家の光で紹介された折り紙アートの名人の
作品をみせて
もらう機会が
あったり、同
誌に掲載され
たアイス屋に
実際に行って
みたりと、充
実した研修に
なりました。

　大津地区で環境を守る活動に取り組む「えがお畑おお
つパートⅡ」は６月５日、同地区の大津幼稚園、おおつ
保育園の園児たちと、同地区の休耕田約６アールにさつ
まいもの苗を植えました。合わせて約７０人の園児たち
が、鐘推園芸の鐘推さんの指導を受けながら丁寧に苗を
植えつけました。
　休耕田活用で地域の環境を守るとともに、子どもた
ちに農業に触れてもらおうと実施したもの。おおつ保育
園は同じ場所で後日トウモロコシやエダマメも植えまし
た。このほか、なかの保育園の園児たちとも別の畑でさ
つまいもの苗を植えるなど積極的な活動を展開してい
ます。
　同会は休耕田等が荒れないよう植物を植え地域の景観
を守ろうと、今年活動をスタートしました。賛同者も多
く、会員は現在
１１５人。当初の
計画より多い70
アールにコスモ
スが植えられた
ほか、会員らに
9,500鉢のコスモ
ス苗を配布して
います。

ホワイトコーンの苗を植える部員ら 植え方を説明する鎌田さん

「デラウェア」最盛
集荷所へ本部長が激励

ＪＡしまね出雲メロン部会
アムスメロンの出荷始まる

　島根ぶどうの主力品種「デラウェア」が、６月中下旬
に出荷ピークを迎えました。今年も粒張りのよい、高品
質なぶどうが出荷されています。今年は低温の影響など
で早期、超早期加温に遅れがありましたが、６月下旬か
らは前年を上回る日量出荷量となっています。
　ピークを前にした６月７日には、ＪＡしまね出雲地区本
部の石川寿樹本部長が各集荷所を訪問。「消費者の皆さ
んに、１箱でも多くのおいしいぶどうを届けていただき
たい」と出荷・検査のために集荷所に集まった生産者を
激励しました。
　６月下旬から始まった、シャインマスカットなどの大
粒系ぶどうの出荷は、１１月まで続く見込みです。

　ＪＡしまねメロン部会が生産するアムスメロンの出荷
が６月１８日に始まりました。生産者１人が８７箱をＪＡ
大社西部集荷所に出荷しました。
　今年は例年に比べ初出荷は遅くなりましたが、生育は
順調。ネットの張りもよく、高品質なメロンが出荷されて
います。当日出荷されたメロンも、すべてが最も優れた
等級の「赤秀」に区分されました。
　同部会の三島雄太部会長（ＪＡいずもアグリ開発㈱）
は「出雲のメロンは地元をはじめ関西でも評価が高い。
部会として最大限の数量を出荷したい」と話しました。
　７月下旬ごろからはアールスメロンの出荷も始まる予
定で、部会として今年度は年間販売高２,０００万円を見
込んでいます。

出荷されたメロンを確認する三島部会長

女性部員に教わりながらささ巻きを作る児童 生産者を激励する石川本部長

女性部員が運営する「牛のうどん屋さん」で昼食 並んでさつまいもの苗を植える園児たち
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出雲市湖陵町

矢嶋 季光くん（9歳・左）　晴光くん（6歳・右）

江利ちゃん（3歳・中）

や　じま　 とき　みつ はる　みつ

え　 り

お兄ちゃんたち、いつも江利ちゃんの面倒を見て、助
けてくれてありがとう！３人仲良く元気で大きくなって
ね。

　長男の季光くんは小学３年生。友達とゲームで遊
ぶほか、レゴブロックなど、モノを組み立てる作業が
好きです。真面目できちっとした性格で、いつもちゃ
んと説明書を読んでから作り始めます。得意科目は
算数です。次男の晴光くんは、ユーモアがあって人を
笑わせるのが大好きな小学１年生。表現力豊かで本
の音読がとても上手です。料理も好きで、毎週家族
のためにホットケーキを作っています。末っ子の江利
ちゃんは可愛いものが大好きな女の子。今年幼稚園
に入園し、毎日楽しく通っています。
　３人一緒にお散歩に出かける時は、お兄ちゃん２
人が交代で江利ちゃんをおんぶして面倒を見てくれ
ます。ケンカもよくするけれど、きょうだい３人とって
も仲良しです！

　
高
齢
化
の
進
む
十
六
島
地
区
で
は
、
ど
う

や
っ
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
く
か
が
こ
れ
か

ら
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
「
こ

こ
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
な

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
の
が
目
標
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
絆
を

大
切
に
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
「
十
六
島
ひ
ま
わ
り
会
」
の
皆
さ
ん
は
、
と
て
も
積
極
的
に
活

動
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
活
動
で
は
地
域
の
方
々

が
50
名
も
参
加
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
無
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
毎
年
６
月
開
催
の
西
田
・
北
浜
・

鰐
淵
支
店
合
同
イ
ベ
ン
ト
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
に
も
メ
ン
バ
ー

で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
参
加
さ
れ
、
他
地
区
の
方
々
と
も
交
流
を

図
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
活
動
、
J
A
活
動
を

通
し
て
絆
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

西
田
支
店

　井
上
支
店
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

樋
野
代
表
の
一
言

島
根
県
立
大
学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
を
受

け
入
れ
、
地
域
の
高
齢
者
の
方
と
一
緒
に
学

生
た
ち
と
交
流
を
図
っ
た
り
、
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
に
訪
れ
た
国
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

招
き
国
際
交
流
会
を
開
い
た
り
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
助
け
合
い
の
気
持
ち
を
大
切
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
出
雲
市
十
六
島
町
で
サ
ロ
ン
活
動
を
行
う

「
十
六
島
ひ
ま
わ
り
会
」
は
、
高
齢
化
が
進

む
中
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
居
場
所
を
作
り
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
平
成
20
年
に
発
足

し
ま
し
た
。
北
浜
地
区
で
は
、
７
集
落
す
べ

て
で
サ
ロ
ン
が
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

先
駆
け
と
な
っ
た
の
が
「
十
六
島
ひ
ま
わ
り

会
」
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
12
人
。
今
年
は
５

人
の
メ
ン
バ
ー
の
交
代
が
あ
り
、
新
体
制
で

気
持
ち
も
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
サ
ロ
ン
は
月
２
回
、
第
２
、
４
日
曜
日
の

午
前
中
に
十
六
島
集
会
所
で
開
い
て
い
ま
す
。

当
番
２
人
が
地
域
の
高
齢
者
の
方
を
迎
え
、

一
緒
に
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
、

楽
し
く
交
流
し
て
い
ま
す
。
季
節
の
行
事
に

合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
考
え
、
「
ひ

な
祭
り
会
」
「
七
夕
会
」
「
ミ
ニ
敬
老
会
」

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
対
外
的
な
活
動
に
も
積
極
的
で
、

　佐田町の温泉宿泊施設に
勤める藤原美貴さん。地元で働きたいという思いから
今年４月に転職。高校生のころにアルバイトもしてい
た今の職場に就職しました。現在フロント業務と事務
を担当しています。
　須佐神社に隣接する温泉宿には、宿泊に訪れる観
光客のほか、宴会、食事、入浴などで地元の人も多く
訪れます。美貴さんは「どのお客様にも気持ちよく利
用していただけるよう、丁寧な言葉遣いと、笑顔を心
掛けています」と話します。まだ勤めて間がなく、目の
前の仕事で精一杯ですが、お見送りのときの満足した
お客さんの笑顔と「ありがとう」の一言を励みに日々
頑張っています。
　休みの日は友達と出かけたり、時間があるときは遠
出をしたりするのも好きだという美貴さん。先月は広
島に宮島観光に出かけました。
　今後の目標を尋ねると、「お客様一人ひとりに満足
していただけるような接客をしていきたいです」と意
欲を話す美貴さんです。

6月講座「演劇ワークショップ」

勝部　初男さん（71歳）
久美子さん（71歳）

出雲市古志町
かつ べ　　　はつ　お

く　 み　こ

出
雲
市
佐
田
町

藤
原

　美
貴 

さ
ん（
29
歳
）

ふ
じ
は
ら

　
　
　み

　
　き

　古志町にお住まいの勝部さんご夫婦。３０アールで水稲栽培を
行うほか、１０アールの畑で野菜を栽培しています。田んぼはいく
つにも分かれていて、一部では今でもバインダーで刈り取り、“は
でば干し”をしています。
　初男さんは農作業に加え、庭師の仕事もしています。また、「古
志そば同好会」の会長も務め、古志の畜産技術センターの祭りや
地区の文化祭でそばを打っています。また、ＪＡ神戸川支店の農業
祭りでも、神門の会と交代で出店していただいています。
　野菜は主に久美子さんが栽培しています。ネギ、オクラ、トマト
などの季節の野菜や、ラッキョウ、コンニャクなどの加工品を作り、
家で食べたり友達にあげたりしています。久美子さんは「皆さんに
配って、喜んでもらえるのが楽しみで作っています」と話します。
　旅行が好きで、日本中を回ってきたというお二人。初男さんはＪ
Ａの旅行相談員も長く務め、支店の企画旅行にも毎回ご夫婦で参
加してくださっています。カメラが好きな初男さんは、いつも旅の
記録をしっかりとファインダーに収めています。
　健康の秘訣を尋ねると「黒文字を煎じたお茶を１０年以上継続
して飲んでいます」と話す、ますます元気なお二人です。

　ＪＡしまね出雲地区本部は６月
１３日、いずもＪＡ女子大学の６月

講座「心のぱんつを脱いじゃおう！演劇ワークショップ」
を開きました。演劇そのものを練習するのではなく、ゲ
ームを通してありのままの自分を引き出す体験型の講
座です。認定ＮＰＯ法人あしぶえの副理事長を務める
有田美由樹先生を講師に、多種多様なゲームに取り組
みました。
　はじめに、女子大学生それぞれが「今日だけの名前」
を自分自身に命名。胸にその名前を貼り付け、講座で
はその名前で呼び合いました。ゲームはたくさんの種
類を行うことで人の素の姿を見るもので、演劇の配役
決めなどにも使われています。テンポよく自己紹介を
する「自己紹介ゲーム」から始まり、観察力、反射神経、

創造力を必要と
する６つのゲーム
に取り組みまし
た。ゲームの最中
は笑いが絶えず、
失敗も笑い合う
中で各々のいつ
もと違う一面も
発見でき、女子大
学生同士の親睦も深まりました。
　参加した女子大学生は「とても楽しい時間だった。今後
に生かせることもあると思う」「おなかから笑ってすっきり
した」と感想を話しました。
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「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
対
外
的
な
活
動
に
も
積
極
的
で
、

　佐田町の温泉宿泊施設に
勤める藤原美貴さん。地元で働きたいという思いから
今年４月に転職。高校生のころにアルバイトもしてい
た今の職場に就職しました。現在フロント業務と事務
を担当しています。
　須佐神社に隣接する温泉宿には、宿泊に訪れる観
光客のほか、宴会、食事、入浴などで地元の人も多く
訪れます。美貴さんは「どのお客様にも気持ちよく利
用していただけるよう、丁寧な言葉遣いと、笑顔を心
掛けています」と話します。まだ勤めて間がなく、目の
前の仕事で精一杯ですが、お見送りのときの満足した
お客さんの笑顔と「ありがとう」の一言を励みに日々
頑張っています。
　休みの日は友達と出かけたり、時間があるときは遠
出をしたりするのも好きだという美貴さん。先月は広
島に宮島観光に出かけました。
　今後の目標を尋ねると、「お客様一人ひとりに満足
していただけるような接客をしていきたいです」と意
欲を話す美貴さんです。

6月講座「演劇ワークショップ」

勝部　初男さん（71歳）
久美子さん（71歳）

出雲市古志町
かつ べ　　　はつ　お

く　 み　こ

出
雲
市
佐
田
町

藤
原

　美
貴 

さ
ん（
29
歳
）

ふ
じ
は
ら

　
　
　み

　
　き

　古志町にお住まいの勝部さんご夫婦。３０アールで水稲栽培を
行うほか、１０アールの畑で野菜を栽培しています。田んぼはいく
つにも分かれていて、一部では今でもバインダーで刈り取り、“は
でば干し”をしています。
　初男さんは農作業に加え、庭師の仕事もしています。また、「古
志そば同好会」の会長も務め、古志の畜産技術センターの祭りや
地区の文化祭でそばを打っています。また、ＪＡ神戸川支店の農業
祭りでも、神門の会と交代で出店していただいています。
　野菜は主に久美子さんが栽培しています。ネギ、オクラ、トマト
などの季節の野菜や、ラッキョウ、コンニャクなどの加工品を作り、
家で食べたり友達にあげたりしています。久美子さんは「皆さんに
配って、喜んでもらえるのが楽しみで作っています」と話します。
　旅行が好きで、日本中を回ってきたというお二人。初男さんはＪ
Ａの旅行相談員も長く務め、支店の企画旅行にも毎回ご夫婦で参
加してくださっています。カメラが好きな初男さんは、いつも旅の
記録をしっかりとファインダーに収めています。
　健康の秘訣を尋ねると「黒文字を煎じたお茶を１０年以上継続
して飲んでいます」と話す、ますます元気なお二人です。

　ＪＡしまね出雲地区本部は６月
１３日、いずもＪＡ女子大学の６月

講座「心のぱんつを脱いじゃおう！演劇ワークショップ」
を開きました。演劇そのものを練習するのではなく、ゲ
ームを通してありのままの自分を引き出す体験型の講
座です。認定ＮＰＯ法人あしぶえの副理事長を務める
有田美由樹先生を講師に、多種多様なゲームに取り組
みました。
　はじめに、女子大学生それぞれが「今日だけの名前」
を自分自身に命名。胸にその名前を貼り付け、講座で
はその名前で呼び合いました。ゲームはたくさんの種
類を行うことで人の素の姿を見るもので、演劇の配役
決めなどにも使われています。テンポよく自己紹介を
する「自己紹介ゲーム」から始まり、観察力、反射神経、

創造力を必要と
する６つのゲーム
に取り組みまし
た。ゲームの最中
は笑いが絶えず、
失敗も笑い合う
中で各々のいつ
もと違う一面も
発見でき、女子大
学生同士の親睦も深まりました。
　参加した女子大学生は「とても楽しい時間だった。今後
に生かせることもあると思う」「おなかから笑ってすっきり
した」と感想を話しました。
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読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

おたより大募集
皆さまからの「おたより」を募集しております。
ハガキに、聞いて欲しいこと、日々思うこと、俳
句や川柳、絵手紙や写真などのご投稿お待ちし
ています。

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内
「広報誌JAしまね」編集係　宛

unity@jaizumo.or.jp

あ
て
先

メールでの投稿も大歓迎！

読者の
ページ

（匿名希望の方は明記してください）

wai-wai IZUMO

IZUMOIZUMO
●
島
根
ぶ
ど
う
が
店
頭
に
並
び
始
め
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
品
種
が
並
ん
で
い

ま
す
が
、
や
は
り
島
根
は
デ
ラ
ウ
ェ
ア

で
す
ね
！
と
こ
ろ
で
ぶ
ど
う
は
先
端
が

お
い
し
い
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
本
当
で
す
か
？（多

伎
町 

Ｉ
・
Ｔ
さ
ん
）

JA
…
上
か
ら
下
ま
で
全
部
お
い
し
い
の

で
意
識
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
！
枝
の
側
か
ら
熟
す
の
で
、
付
け
根

の
側
が
甘
い
の
だ
そ
う
で
す
よ
。

●
山
間
部
に
住
む
私
に
と
っ
て
、
ム
カ

デ
は
夏
の
脅
威
で
す
。
温
暖
化
の
せ
い

か
、
年
々
巨
大
化
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
今
年
は
か
か
し
さ
ん
の
Ｊ
Ａ

通
販
で
〝
か
や
〞
を
買
い
、
お
か
げ
で

安
眠
で
き
る
こ
の
頃
で
す
。（匿

名
希
望
）

JA
…
隙
間
の
な
い
ム
カ
デ
用
の〝
か
や
〞

は
と
て
も
安
心
で
き
ま
す
よ
ね
。
山
間

部
で
は
虫
た
ち
と

ど
う
付
き
合
っ
て

い
く
か
が
と
て
も

重
要
だ
と
思
い
ま

す
。

●
き
ら
り
ス
マ
イ

ル
の
獅
子
舞
奉
納

の
お
二
人
に
は
大

変
感
心
し
ま
し

た
。
拍
手
で
す
。

私
も
経
験
が
あ
り

ま
す
が
、
町
内
に

当
番
が
回
っ
て
く

る
と
と
て
も
大
変
で
す
。

（
白
枝
町 

Ｋ
・
Ｔ
さ
ん
）

JA
…
本
当
に
、
拍
手
で
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
も
元
気
が
出
る
出
来
事

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お

二
人
と
も
「
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
感
謝
」
を
ま
ず
話
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

●
い
ず
も
Ｊ
Ａ
女
子
大
学
の
受
講
生
さ

ん
が
田
植
え
を
さ
れ
た
こ
と
を
本
誌
で

知
り
ま
し
た
。
田
植
え
が
初
め
て
の
方

も
お
ら
れ
た
よ
う
で
、
良
い
経
験
を
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。

（
武
志
町 

Ｕ
・
Ｍ
さ
ん
）

JA
…
約
２
時
間
、
み
っ
ち
り
田
植
え
に

取
り
組
ま
れ
、
お
米
を
作
る
大
変
さ
が

伝
わ
っ
て
く
る
講
座
で
し
た
。
私
も
久

し
ぶ
り
に
田
ん
ぼ
に
入
り
ま
し
た
が

（
撮
影
の
た
め
）
、
そ
れ
だ
け
で
も
良

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
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先
生

息
災
を
祈
り
て
茅
の
輪
く
ぐ
り
け
り

森
脇
　
英
徳

葉
に
紛
れ
ま
だ
実
の
硬
き
梅
匂
ふ

原
　
　
寿
夫

竹
の
子
の
よ
う
に
伸
び
れ
ば
文
句
な
し

三
十
年
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
届
き
け
り

　
老
齢
に
な
る
と
そ
の
日
、
そ
の
日
の
無
事
や
無
病
を
祈
る
も
の
で
す
。
茅
の

輪
を
８
の
字
に
く
ぐ
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
無
事
、
無
病
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
と
。

俳
句
の
広
場

❖ 

月
間
最
優
秀
賞

❖ 

月
間
優
秀
賞

あなたの俳句・川柳を
募集します

◆
応
募
方
法

俳
句
ま
た
は
川
柳
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
記
入
の
上
、ハ
ガ
キ

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※

８
月
号
掲
載
分
の
川
柳
の
応
募
〆
切
は

７
月
31
日
㈫
必
着
で
す
。

※
９
月
号
掲
載
分
の
俳
句
の
応
募
〆
切
は

８
月
31
日
㈮
必
着
で
す
。

※

お
一
人
様
そ
れ
ぞ
れ
３
句
ま
で
ご
応
募

い
た
だ
け
ま
す
。

◆
あ
て
先

※

応
募
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※

応
募
作
品
の
一
切
の
権
利
は
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
に
帰
属
す

る
も
の
と
し
ま
す
。

※

月
間
最
優
秀
賞
に
は
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
券
３
，０
０
０
円
分
、月
間
優
秀
賞

に
は
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
券
１
，０
０
０
円
分
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

※

受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
地
区
名
、氏
名（
ま
た
は
雅
号
）を
掲
載
し
ま
す
。

〒
６
９
３ － 

８
５
８
５ 

出
雲
市
今
市
町
１
０
６ －

 

１

　 

　 

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部「
俳
句
の
広
場
」係

　
　 

　
　
　
　
　
　
　（
Ｆ
Ａ
Ｘ：
２
１ －

 

６
２
４
９
）

岸
　
　
寿
美

本
庄
町

下
古
志
町

荒
茅
町
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日本遺産「日が沈む聖地出雲～神が創り出した地の夕日を巡る～」のス
トーリーの魅力を言葉や文字の壁を超えて世界へ発信するため、あなたが
思う「日が沈む聖地出雲」の写真を広く募集します。

出雲市内で撮影された「日が沈む聖地出雲」を
イメージさせる春夏の夕景
出雲市内で撮影された「日が沈む聖地出雲」を
イメージさせる春夏の夕景
どなたでも応募できます。（プロ・アマを問いません。）

＊応募作品はインスタグラム「日が沈む聖地出雲」公式アカウントで随時公開します。
「いいね！」の数は賞に関係しません）

インスタグラム「日が沈む聖地出雲」オフィシャルアカウント
＠japan_heritage_izumo

募集
テーマ
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、
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。
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日本遺産「日が沈む聖地出雲～神が創り出した地の夕日を巡る～」のス
トーリーの魅力を言葉や文字の壁を超えて世界へ発信するため、あなたが
思う「日が沈む聖地出雲」の写真を広く募集します。

出雲市内で撮影された「日が沈む聖地出雲」を
イメージさせる春夏の夕景
出雲市内で撮影された「日が沈む聖地出雲」を
イメージさせる春夏の夕景
どなたでも応募できます。（プロ・アマを問いません。）

＊応募作品はインスタグラム「日が沈む聖地出雲」公式アカウントで随時公開します。
「いいね！」の数は賞に関係しません）

インスタグラム「日が沈む聖地出雲」オフィシャルアカウント
＠japan_heritage_izumo

募集
テーマ
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農業用廃棄ビニール・プラスチック類の収集についてのお知らせ

１、収集処分計画表

２．集荷対象

　下記の収集処分計画表の通り、農業用廃棄ビニール・プラスチック類の収集を行います。持ち込み
を希望される方は、「委任状」・「産業廃棄物運搬車表示」が必要となりますので、最寄りの各営農セン
ターまで取りに行っていただきますようよろしくお願い致します。尚、「産業廃棄物運搬車表示」は紙に
手書きしたものでもかまいませんが、マグネットシートの表示板をグリーンセンターにおいて 2 枚 1 組
1,296 円（税込）で販売しておりますので、ご購入ください。

被覆資材（ビニール・農ポリ）・ハウス資材（マイカー線・パッカー・寒冷沙・タイベック）・
潅水チューブ・肥料袋・ビニールマルチ、育苗箱、波板

※農薬の容器や空袋、紙(ダンボール箱等)
※トンネル支柱・イボ竹等鉄にビニールコーティングしてある物
※塩ビパイプ管　※金属類

３、処理料金・代金決済 料　　金：㎏当たり　税込み ５２円
代金決済：営農口座より　平成３０年９月２５日引き落とし

４、処理代金の値上げについて
これまで収集した廃棄プラスチック類は中国へ持って行き最終処理を行っておりましたが
今年度より国内処理をしなければならなくなった為、値上げとなります。

地区名 収集場所 収集日
桧山・久多美・灘分・平田
伊野・平田東・西田・国富
神西・神戸川・湖陵・多伎
高松・荒茅・園・大社・遙堪・荒木
乙立・朝山・稗原・佐田
上津・大津・塩冶・今市
四絡・高浜・川跡・鳶巣

平田カントリー

西部カントリー
西部カントリー

西部カントリー

７月２５日（水）

７月３１日（火）
８月 1 日（水）

８月３日（金）

収集時間
午前９時～１１時
午後１時～　３時
午前９時～１１時
午前９時～１１時

午前９時～１１時

※ご不明な点がございましたら生産資材課・各営農センターへご連絡ください。

生 産 資 材 課 ☎21-6047　中部営農センター ☎31-9055　西部営農センター ☎53-2168 
河南営農センター ☎43-7007　南部営農センター ☎84-0213　東部営農センター ☎62-9059

持込不可の物

　「フレイル」という言葉を聞いたことがありますか？フレイルは「虚弱」を意味する英語「frailty」から来ており、加
齢とともに、筋力や精神力など心と体の活力が低下した状態をいいます。高齢者が増えている現代社会において、フ
レイルに早く気付き、正しく介入（治療や予防）することが大切です。働き盛り世代の皆さんも、自分のことと思って、
若いころから健康な体づくりを心がけましょう！

●栄養（食生活）、口腔ケアで低栄養を予防しよう！
　・主菜（魚、肉、卵、大豆などのおかず）をしっかり食べよう
　・主食、主菜、副菜をそろえよう
　・毎食後の歯みがき、定期的な歯科受診をしよう
　・口腔体操で口を動かそう
●積極的にからだを動かして筋力を維持・向上しよう！
　・足腰の筋力維持にはウォーキングと足の曲げ伸ばしなど筋力トレーニングの両方を
　・自分にあったペースで運動を続けよう
●社会参加、外出であたまとからだを活性化！
　・買い物、散歩などの外出　
　・地域の人との付き合い、趣味の活動、ボランティア

健康ライフかわら版
「フレイル」を予防して健康長寿！

お問い合わせ先　出雲保健所健康増進課　☎２１－8785

平成３１年度 介護・看護・作業療法士職員採用募集
　ＪＡいずも福祉会（みどりの郷４施設）では、平成３１年度４月採用職員の
募集を行います。詳しくはＪＡいずも福祉会事務局（☎0853-31-4080）ま
でお問い合わせ下さい。

採用予定人数
応 募 資 格

提 出 書 類
書類締切日
書類提出先
選 考 方 法

試 験 期 日

介護職員、看護職員、作業療法士各若干名
協同の精神のもとに、福祉活動を通じて、生きがいのある安心して暮らせる地域
づくりのために活躍しようとする人で、次に該当する方。
①大学を卒業または卒業見込の方。
　短大、専修学校、高校を卒業または卒業見込の方。
②介護職員は、資格・経験は不問。
　看護職員は、看護師、准看護師資格いずれかの資格を取得見込又は資格を有す

る方。
　作業療法士は、作業療法士の資格を取得見込又は資格を有する方。
自筆履歴書（写真貼付）、卒業見込証明書　※応募書類は返却いたしません。
平成３０年８月３１日（金）
ＪＡいずも福祉会 本部事務局　〒６９３-８５８５ 出雲市今市町１０６番地１
①筆記試験：小論文
②面接試験：書類選考および面接試験
①筆記試験：平成３０年９月１５日（土）の予定
②面接試験：別途通知または当日実施

／
／

　

／
／
／
／

／

●
●

●
●
●
●

●

★早期からのフレイル予防

尚、4月採用職員以外にも随時採用募集を行っておりますので、お問い合わせください。

８月１８日（土）開催！
●平田会場／１０：００～
　　　　　　ＪＡ平田中央支店会議室
●出雲会場／１４：００～
　　　　　　出雲地区本部２階 ２０１会議室

●内　　容／ハーバリウム１００㎖瓶を制作していただきます。
　　　　　　所要時間は約１時間です。
●参 加 費／２,５００円（材料費込）

●講　　師／平田園芸場 勝部和志 氏

●各グリーンセンターへ電話でお申し込みください
グリーンセンター出雲　☎21-6048　　グリーンセンター 南 　☎25-0650
グリーンセンター平田　☎63-3662　　グリーンセンター大社　☎53-3939

各会場定員は３０名です。
定員になり次第募集は終了させていただきます。

　　　　　　　　　「植物標本」を意味する言葉です。
専用のオイルにドライフラワーやプリザーブドフラワーを浸したもので、長期間
鑑賞できます。贈り物やインテリアとしても人気があります。各グリーンセンターで
も取扱っておりますので、ぜひご来店くださいませ！

今話題のハーバリウムの

制作を体験してみませんか？

ハーバリウムとは
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ふるさとのなつかしい
島根の味を届けます。 16木まで8/

セール期間

発送期間 7月下旬より8月6日まで

島根県産
シャインマスカット

受付番号 01
島根県産
シャインマスカット

受付番号 02

2,800円
〈税込価格3,024円〉

本体
価格

●1房入1箱（700g見当） ● 2房入1箱（1㎏見当）

発送期間 7月下旬より8月6日まで

5,500円
〈税込価格5,940円〉

本体
価格

発送期間 7月下旬より8月6日まで

島根県産
シャインマスカット 
縁の恵

受付番号 03

7,500円
〈税込価格8,100円〉

本体
価格

●1房入1箱

島根県産
シャインマスカット

受付番号 04

6,000円
〈税込価格6,480円〉

本体
価格

発送期間 7月下旬より8月6日まで

● 2㎏見当1箱

発送期間 7月上旬より8月6日まで発送期間 7月中旬より8月6日まで

山梨県産
もも

受付番号 05

5,000円
〈税込価格5,400円〉

本体
価格

●糖度13度以上・2㎏見当1箱

佐賀県産 
ハウスミカン

受付番号 06

2,000円
〈税込価格2,160円〉

本体
価格

●1㎏見当1箱

発送期間 8月1日より8月6日まで発送期間 8月1日より8月6日まで

島根県産 
ピオーネ

受付番号 07

3,000円
〈税込価格3,240円〉

本体
価格

●2房入1箱

島根県産 
太陽プラム

受付番号 08

3,000円
〈税込価格3,240円〉

本体
価格

●8玉入1箱

発送期間 7月下旬より8月6日まで

島根県産
アールスメロン1玉・
シャインマスカット1房
詰め合わせ

受付番号 09

5,000円〈税込価格5,400円〉
本体
価格

●各１個入

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

発送期間 7月下旬より8月6日まで

島根県産
シャインマスカット2房・
ピオーネ1房 詰め合わせ

受付番号 11

5,000円〈税込価格5,400円〉
本体
価格

山梨県産もも5玉・
島根県産
シャインマスカット1房
詰め合わせ

受付番号 12

5,500円〈税込価格5,940円〉
本体
価格

発送期間 7月下旬より8月6日まで発送期間 7月下旬より8月6日まで

島根県産
アールスメロン2玉・
シャインマスカット1房
詰め合わせ

受付番号 10

7,500円〈税込価格8,100円〉
本体
価格

島根和牛

新日本食品
しまね和牛
肩ロースすき焼

受付番号 13

5,000円
〈税込価格5,400円〉

本体
価格

●5００ｇ

新日本食品
しまね和牛
肩ロース焼肉用

受付番号 14

5,000円
〈税込価格5,400円〉

本体
価格

●5００ｇ

神西湖しじみ

神西湖産
大和しじみ （冷凍）

受付番号 15

4,900円
〈税込価格5,292円〉

本体
価格

●1.5ｋｇ ※冷凍でのお届けになります。

送料込

出雲ハム

新日本食品
ハムギフト I-02

受付番号 16

3,000円
〈税込価格3,240円〉

本体
価格

●荒びきウインナー350g、ベーコン120g、ネオバロック250g×2本

7月20日（金）～22日（日）
スペシャルデースペシャルデー
全国送料

無料
四国

中部・北陸

関東・信越

600円

750円

750円

東北

北海道

沖縄

800円

1,350円

1,000円

県内（隠岐含む）

中国

九州・関西

150円

500円

500円

ゆうパック特別送料（8月16日（木）まで承り分）（税込）

※お中元特別運賃は2,500円（税込）以上のギフト商品をお買上げいただいた方が対象です。  ※一部除外品もございます。　

※一部商品は、メーカー送料がかかるものがございます。
※　　　　    ：別途クール代金が必要になります。 ※こちらの運賃は日本郵便のご利用に限らせていただきます。

■場所／ラピタ各店
■仕事内容／各部門での商品加工・品出し・
　　　　　　レジ業務など
■期間／8月上旬から下旬までの
            5～20日間程度
　　　　（各部門・業務により異なります）

■時給／一般・大学生他………750円
　　　　高校生………………740円
■応募方法／各店サービスカウンターへ
                  ご応募またはお電話にて

募
集
内
容

ラピタ短期 アルバイト募集！！

TEL.0853-30-7770〈はまやま店〉
TEL.0853-21-6062〈本店ギフトコーナー〉

TEL.0853-22-3733〈みなみ店〉
TEL.0853-63-7300〈ひ ら た 店〉

〈佐 田 店〉TEL.0853-84-0262

TEL.0853-43-3535〈湖 陵 店〉
TEL.0853-86-2444〈多 伎 店〉

〈大 社 店〉TEL.0853-53-2800

ラピタ各店お問い合わせ先

梨ギフト
ラピタの

二十世紀梨

赤　梨

お申し込みはラピタ本店・各店で

送料お届け
期間

8月下旬頃～
　9月下旬頃

承り順に発送して参りますが、産地での梨の生育状況、サイズ、重量により発送が前後する場合があります。（期日指定は出来ませんのでご了承ください。）

全国発送承ります
7月末までは

全国一律全国一律 300円無料 （税込）
承り
期間

ご注文日 8月19日㈰ごろまで
8月20日㈪～
初出荷まで

9月1日㈯
以降

お届け
目安

初出荷より
随時発送

9月5日㈬
ごろの発送

9月10日㈪
前後の発送

※ラピタにてご注文された梨（進物用）に限らせていただきます。
※お届けの期日は指定できませんのでご了承ください。※クロネコヤマトでの発送となります。

送料 1
箱

8月1日（水）～

■開催時間／11：00～ 14：00～〈2回公演〉
■開催場所／本店1階センターコート

7月29日㊐
©2017 石森プロ・テレビ朝日・ADK・東映

期間：2018年7月1日（日）～8月31日（金）

♦バイキングコース

お１人様
（30名様から承ります）

5,500円
プラン
内容

★乾杯用ドリンクサービス（ワイン又は日本酒）
★会場費・税・サービス料込み
★飲み放題／乾杯より2時間　

★飲み放題メニュー
　・ビール・ノンアルコールビール・日本酒（熱燗）・焼酎
　・ソフトドリンク（ジュース・ウーロン茶）

飲み
放題付！
（2時間付）

♦オードブルコース

お１人様
（10名様から承ります）

6,000円
飲み
放題付！
（2時間付）

※写真はイメージです。

サマープラン

セルフコーヒーサービス！

飲み放題グレードアップ!!
（上記飲み放題コースにプラス…）
カクテル・ノンアルカクテル・ワイン・梅酒をプラス！

無くなり次第、終了となります。

飲み放題90分で、
各コース500円引き!!!
乾杯から90分（1時間半）の時間
制限つきで、各コースおひとり500円引き

（注）制限時間を過ぎますと、通常価格となりますので
　　ご注意ください。

さらに選べる特典！
1

2

3

TEL（0853）21-6063
ラピタウエディングパレスお問合せ

ご予約

お好きな特典をいずれか１つ
お選びいただけます。

・「選べる特典」は、ご利用日の5日前までにお選びください。
・お選び頂いた「特典」の変更はできません。また「特典」の併用はできません。
・宴会終了時間は21時までとさせて頂き、それ以降のご利用の場合は別途延長料金5,400円（税込・サ別）を申し受けます。
・人数変更はご利用日の前日の午前中までとさせていただき、それ以降のキャンセルにつきましては、おひとり当り4,000円
を申し受けます。（特典③を選ばれている方も同様です。）
・上記プランには、消費税・サービス料・会場費が含まれています。プラン以外のご利用分については、別途サービス料が掛か
ります。
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ふるさとのなつかしい
島根の味を届けます。 16木まで8/

セール期間

発送期間 7月下旬より8月6日まで

島根県産
シャインマスカット

受付番号 01
島根県産
シャインマスカット

受付番号 02

2,800円
〈税込価格3,024円〉

本体
価格

●1房入1箱（700g見当） ● 2房入1箱（1㎏見当）

発送期間 7月下旬より8月6日まで

5,500円
〈税込価格5,940円〉

本体
価格

発送期間 7月下旬より8月6日まで

島根県産
シャインマスカット 
縁の恵

受付番号 03

7,500円
〈税込価格8,100円〉

本体
価格

●1房入1箱

島根県産
シャインマスカット

受付番号 04

6,000円
〈税込価格6,480円〉

本体
価格

発送期間 7月下旬より8月6日まで

● 2㎏見当1箱

発送期間 7月上旬より8月6日まで発送期間 7月中旬より8月6日まで

山梨県産
もも

受付番号 05

5,000円
〈税込価格5,400円〉

本体
価格

●糖度13度以上・2㎏見当1箱

佐賀県産 
ハウスミカン

受付番号 06

2,000円
〈税込価格2,160円〉

本体
価格

●1㎏見当1箱

発送期間 8月1日より8月6日まで発送期間 8月1日より8月6日まで

島根県産 
ピオーネ

受付番号 07

3,000円
〈税込価格3,240円〉

本体
価格

●2房入1箱

島根県産 
太陽プラム

受付番号 08

3,000円
〈税込価格3,240円〉

本体
価格

●8玉入1箱

発送期間 7月下旬より8月6日まで

島根県産
アールスメロン1玉・
シャインマスカット1房
詰め合わせ

受付番号 09

5,000円〈税込価格5,400円〉
本体
価格

●各１個入

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

発送期間 7月下旬より8月6日まで

島根県産
シャインマスカット2房・
ピオーネ1房 詰め合わせ

受付番号 11

5,000円〈税込価格5,400円〉
本体
価格

山梨県産もも5玉・
島根県産
シャインマスカット1房
詰め合わせ

受付番号 12

5,500円〈税込価格5,940円〉
本体
価格

発送期間 7月下旬より8月6日まで発送期間 7月下旬より8月6日まで

島根県産
アールスメロン2玉・
シャインマスカット1房
詰め合わせ

受付番号 10

7,500円〈税込価格8,100円〉
本体
価格

島根和牛

新日本食品
しまね和牛
肩ロースすき焼

受付番号 13

5,000円
〈税込価格5,400円〉

本体
価格

●5００ｇ

新日本食品
しまね和牛
肩ロース焼肉用

受付番号 14

5,000円
〈税込価格5,400円〉

本体
価格

●5００ｇ

神西湖しじみ

神西湖産
大和しじみ （冷凍）

受付番号 15

4,900円
〈税込価格5,292円〉

本体
価格

●1.5ｋｇ ※冷凍でのお届けになります。

送料込

出雲ハム

新日本食品
ハムギフト I-02

受付番号 16

3,000円
〈税込価格3,240円〉

本体
価格

●荒びきウインナー350g、ベーコン120g、ネオバロック250g×2本

7月20日（金）～22日（日）
スペシャルデースペシャルデー
全国送料

無料
四国

中部・北陸

関東・信越

600円

750円

750円

東北

北海道

沖縄

800円

1,350円

1,000円

県内（隠岐含む）

中国

九州・関西

150円

500円

500円

ゆうパック特別送料（8月16日（木）まで承り分）（税込）

※お中元特別運賃は2,500円（税込）以上のギフト商品をお買上げいただいた方が対象です。  ※一部除外品もございます。　

※一部商品は、メーカー送料がかかるものがございます。
※　　　　    ：別途クール代金が必要になります。 ※こちらの運賃は日本郵便のご利用に限らせていただきます。

■場所／ラピタ各店
■仕事内容／各部門での商品加工・品出し・
　　　　　　レジ業務など
■期間／8月上旬から下旬までの
            5～20日間程度
　　　　（各部門・業務により異なります）

■時給／一般・大学生他………750円
　　　　高校生………………740円
■応募方法／各店サービスカウンターへ
                  ご応募またはお電話にて

募
集
内
容

ラピタ短期 アルバイト募集！！

TEL.0853-30-7770〈はまやま店〉
TEL.0853-21-6062〈本店ギフトコーナー〉

TEL.0853-22-3733〈みなみ店〉
TEL.0853-63-7300〈ひ ら た 店〉

〈佐 田 店〉TEL.0853-84-0262

TEL.0853-43-3535〈湖 陵 店〉
TEL.0853-86-2444〈多 伎 店〉

〈大 社 店〉TEL.0853-53-2800

ラピタ各店お問い合わせ先

梨ギフト
ラピタの

二十世紀梨

赤　梨

お申し込みはラピタ本店・各店で

送料お届け
期間

8月下旬頃～
　9月下旬頃

承り順に発送して参りますが、産地での梨の生育状況、サイズ、重量により発送が前後する場合があります。（期日指定は出来ませんのでご了承ください。）

全国発送承ります
7月末までは

全国一律全国一律 300円無料 （税込）
承り
期間

ご注文日 8月19日㈰ごろまで
8月20日㈪～
初出荷まで

9月1日㈯
以降

お届け
目安

初出荷より
随時発送

9月5日㈬
ごろの発送

9月10日㈪
前後の発送

※ラピタにてご注文された梨（進物用）に限らせていただきます。
※お届けの期日は指定できませんのでご了承ください。※クロネコヤマトでの発送となります。

送料 1
箱

8月1日（水）～

■開催時間／11：00～ 14：00～〈2回公演〉
■開催場所／本店1階センターコート

7月29日㊐
©2017 石森プロ・テレビ朝日・ADK・東映

期間：2018年7月1日（日）～8月31日（金）

♦バイキングコース

お１人様
（30名様から承ります）

5,500円
プラン
内容

★乾杯用ドリンクサービス（ワイン又は日本酒）
★会場費・税・サービス料込み
★飲み放題／乾杯より2時間　

★飲み放題メニュー
　・ビール・ノンアルコールビール・日本酒（熱燗）・焼酎
　・ソフトドリンク（ジュース・ウーロン茶）

飲み
放題付！
（2時間付）

♦オードブルコース

お１人様
（10名様から承ります）

6,000円
飲み
放題付！
（2時間付）

※写真はイメージです。

サマープラン

セルフコーヒーサービス！

飲み放題グレードアップ!!
（上記飲み放題コースにプラス…）
カクテル・ノンアルカクテル・ワイン・梅酒をプラス！

無くなり次第、終了となります。

飲み放題90分で、
各コース500円引き!!!
乾杯から90分（1時間半）の時間
制限つきで、各コースおひとり500円引き

（注）制限時間を過ぎますと、通常価格となりますので
　　ご注意ください。

さらに選べる特典！
1

2

3

TEL（0853）21-6063
ラピタウエディングパレスお問合せ

ご予約

お好きな特典をいずれか１つ
お選びいただけます。

・「選べる特典」は、ご利用日の5日前までにお選びください。
・お選び頂いた「特典」の変更はできません。また「特典」の併用はできません。
・宴会終了時間は21時までとさせて頂き、それ以降のご利用の場合は別途延長料金5,400円（税込・サ別）を申し受けます。
・人数変更はご利用日の前日の午前中までとさせていただき、それ以降のキャンセルにつきましては、おひとり当り4,000円
を申し受けます。（特典③を選ばれている方も同様です。）
・上記プランには、消費税・サービス料・会場費が含まれています。プラン以外のご利用分については、別途サービス料が掛か
ります。
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